
　　知っ得！せとうち便　　
　
満
75
歳
以
上
の
人
な
ど
が
加
入

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保

険
料
率
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
変

更
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
率
は
、

２
年
ご
と
に
見
直
す
も
の
で
、
岡

山
県
内
均
一
で
す
。

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま

す
。
保
険
料
の
算
出
方
法
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
均
等
割
額
、
所
得
割
額

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
保
険
証
発
送

時
に
同
封
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

　
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
８
６-

２
４
５-

０
０
９
０

　
現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
と
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
被
保
険
者
証
の
更
新
】

　
７
月
下
旬
に
新
し
い
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
（
被
保
険
者

証
）
を
送
付
し
ま
す
。

　
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い

被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
の
見
直
し
】

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
所
得

る
手
続
き
」
が
終
了
し
た
こ
と
に

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
が
済
ん
で
い

な
い
飼
い
主
は
、
20
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
交
付
さ
れ
た
「
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
」
は
、「
犬
の
鑑
札
」
と

同
様
に
飼
い
犬
の
首
輪
な
ど
に
着

け
る
こ
と
を
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
迷
子
札
に

も
な
り
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円

　

・
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

　
た
と
き
に
発
行
さ
れ
た
狂
犬
病

　
予
防
注
射
済
証
（
紙
の
証
書
）

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　
高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
以
上
75

歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
で
、
現
在
お
持
ち

の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

た
飼
い
主
で
、「
注
射
済
票
（
ア

ル
ミ
製
の
札
）」
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
市
役
所

で
交
付
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
な
い

と
、「
狂
犬
病
予
防
法
に
規
定
す
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知っ得！
せとうち便

お
知
ら
せ

  

狂
犬
病
予
防
注
射
の

  

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
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後
期
高
齢
者
医
療

  

被
保
険
者
証
を
送
付

  

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

  

保
険
料
率
が
変
更

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  

国
民
健
康
保
険

  

高
齢
受
給
者
証
を
送
付

さ
い
。

　
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
な
い

狂犬病予防注射済票
（アルミ製）

は
、
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
高
齢
受
給
者
証
の
更
新
】

　
７
月
下
旬
に
新
し
い
高
齢
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
割
合
の
見
直
し
】

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
自
己
負
担
割
合
（
左
表
参
照
）

は
、
所
得
や
生
年
月
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

　
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
増
減
や
所
得
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
は
、
自
己
負
担
割
合

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

生年月日 自己負担
割合

昭和 19 年４月１日
以前生まれの人

３割

１割

昭和 19 年４月２日
以降生まれの人

３割

２割

自己負担割合

※一定の所得がある人の自己負担
　割合は３割です。

　

平
成
28
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
の
算
定
方
法
を
一
部
変

更
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
】

　

国
の
法
令
改
正
に
よ
り
、
平

成
28
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
の
賦
課
限
度
額
（
課
税
上
限

額
）
を
左
表
の
と
お
り
引
き
上

げ
ま
す
。

【
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
対

象
基
準
を
拡
大
】

　

前
年
中
の
所
得
が
一
定
の
基

準
額
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
、

国
民
健
康
保
険
税
の
平
等
割
と

均
等
割
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
軽
減
割
合
の
種
類
は

７
割
・
５
割
・
２
割
で
、
４
月

１
日
の
世
帯
の
被
保
険
者
数

と
、
前
年
所
得
で
軽
減
割
合
を

判
定
し
ま
す
。

　

国
の
法
令
改
正
に
よ
り
、
平

成
28
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
軽
減
の
基
準
額
が
改
定
さ

れ
、
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の

対
象
基
準
が
左
表
の
と
お
り
拡

大
し
ま
す
。
７
割
軽
減
の
対
象

基
準
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

国
民
健
康
保
険
税
の

算
定
方
法
を
一
部
変
更

区　分 改正前 改正後

医療保険分 52 万円 54 万円

後期高齢者
支援金分 17 万円 19 万円

介護保険分 16 万円 16 万円

合　計 85 万円 89 万円

国民健康保険税の
賦課限度額（課税上限額）

平成 27 年度までの基準額
33 万円＋ 26 万円×被保険者数

↓
平成 28 年度からの基準額
33 万円＋ 26 万５千円×被保険者数

５割軽減の基準額

平成 27 年度までの基準額
33 万円＋ 47 万円×被保険者数

↓
平成 28 年度からの基準額
33 万円＋ 48 万円×被保険者数

２割軽減の基準額

区
分
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
（
左

表
参
照
）。
所
得
区
分
は
前
年
の

所
得
に
よ
り
毎
年
判
定
し
見
直
す

た
め
、新
し
い
被
保
険
者
証
で
は
、

割
合
が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
減
額
認
定
証
の
更
新
】

　
所
得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
ま
た

は
Ⅰ
の
被
保
険
者
の
人
が
入
院
す

る
際
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

る
際
に
、
申
請
に
よ
り
交
付
さ

れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
減

額
認
定
証
）
を
、
医
療
機
関
な
ど

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
支

払
う
入
院
代
な
ど
は
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
１
食
当
た
り

の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

で
、
８
月
以
降
も
所
得
区
分
が
低

所
得
者
Ⅱ
ま
た
は
Ⅰ
と
な
る
場
合

は
、
新
し
い
減
額
認
定
証
を
被
保

険
者
証
に
同
封
し
、
７
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

　

い
る
人

　
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

い
る
場
合
は
、
新
し
い
減
額
認
定

証
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
所
得
が
な
い
場
合
で
も
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
課

一部負担
金の割合 所得区分 説　　明

３割 現役並み
所得者

住民税の課税所得額（各種控除後）が 145 万円以上ある人や、その被保険者と同じ世帯にいる被保険者。
※被保険者の収入合計額が２人以上で 520 万円未満、１人の場合 383 万円未満の人は、申請により「１割」
　負担になります。
※現役並み所得の被保険者（世帯にほかの被保険者がいない場合に限る）であって、世帯内の 70 歳以上
　75 歳未満の人も含めた収入合計額が 520 万円未満の人も、申請により「１割」負担になります。

１割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人。

低所得者Ⅱ 世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）。

低所得者Ⅰ 世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を 80 万
円として計算）を差し引いたときに０円となる人および老齢福祉年金受給者。

後期高齢者医療一部負担金の割合

で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

に
よ
り
所
得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ

ま
た
は
Ⅰ
と
な
っ
た
場
合
は
、
減

額
認
定
証
が
引
き
続
き
交
付
さ
れ

ま
す
。

②
長
期
入
院
を
し
た
人

　
平
成
27
年
８
月
１
日
以
降
、
所

得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
で
、
減
額

認
定
証
を
持
っ
て
い
た
期
間
内
に

90
日
を
超
え
る
入
院
日
数
が
あ
る

人
は
、
市
民
課
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
１

食
当
た
り
１
６
０
円
と
な
る
減
額

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
入
院
時
の
負
担
額
】

①
低
所
得
者
Ⅱ
の
人

自
己
負
担
限
度
額
２
４
、６
０
０
円

食
事
代
（
１
食
当
た
り
）

　

・
90
日
ま
で
の
入
院　
２
１
０
円

　

・
90
日
を
超
え
る
入
院　
１
６
０
円

②
低
所
得
者
Ⅰ
の
人

自
己
負
担
限
度
額
１
５
、０
０
０
円

食
事
代
（
１
食
当
た
り
）
１
０
０
円

　

市
民
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支

所
、
裳
掛
出
張
所

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

　
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
８
６-

２
４
５-

０
０
９
０

平成 28・29 年度保険料（年額）の算出方法

一人当たりの保険料
（限度額 57 万円）

＋

＝

所得割額
（所得－ 33 万円）× 9.87％（所得割率）

均等割額
49,200 円

※所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得
　などの合計額をいいます（遺族・障害年金などは除く）
※保険料は、100 円未満を切り捨てです。

問

問

問問問

申問 問



害
者
相
談
員
を
各
地
域
に
設
置
し

て
い
ま
す
（
右
表
参
照
）。

⑬
そ
の
他
情
報
提
供

　
瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
ま
と
め
た
冊
子
、
平
成
28
年

度
版
「
障
害
者
（
児
）
に
つ
い
て
」

は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

　
　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

　
福
祉
手
帳
所
持
者
、難
病
患
者
、

　
要
介
護
者
、
妊
産
婦
（
期
限
が

　
あ
り
ま
す
）
な
ど

⑩
有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引

　
障
が
い
者
（
児
）（
介
護
者
）
が

有
料
道
路
を
利
用
す
る
際
、
割
引

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑪
福
祉
有
償
運
送

　
単
独
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用

が
困
難
で
、
移
動
に
制
限
が
あ
る

人
に
対
し
、
低
料
金
で
福
祉
車
両

で
の
送
迎
（
乗
降
介
助
を
含
む
）

を
し
ま
す
。
事
業
者
へ
の
事
前
登

録
が
必
要
で
す
。

⑫
身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員

　
身
体
障
害
者
相
談
員
と
知
的
障

　　知っ得！せとうち便　　
　
大
腸
菌
の
多
く
は
、
人
や
動
物

の
腸
内
に
住
ん
で
い
て
、
一
般
的

に
は
病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
Ｏ
１
５
７
に
代
表
さ

れ
る
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
は
、
腹

痛
や
血
便
な
ど
の
症
状
を
起
こ
す

だ
け
で
な
く
、
乳
幼
児
や
高
齢
者

で
は
、
貧
血
や
尿
毒
症
を
併
発
し

て
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
主
な
初
期
症
状
は
、「
腹
痛
」、

「
下
痢
」
な
ど
で
、
さ
ら
に
進
む

と
水
様
性
血
便
に
な
り
ま
す
。

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き

は
、
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

【
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
】

　

・
調
理
前
、
食
事
前
、
用
便
後
、

　
動
物
を
触
っ
た
後
な
ど
は
手
を

　
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

・
台
所
は
清
潔
に
保
ち
、
ま
な
板
、

　
ふ
き
ん
な
ど
の
調
理
器
具
は
十

　
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ

ス
（
事
前
申
請
が
必
要
）
を
紹
介

し
ま
す
。
対
象
者
、
条
件
な
ど
に

よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
運
賃
の
割
引
な
ど

　
電
車
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を

利
用
し
た
場
合
に
手
帳
を
提
示
す
れ

ば
、運
賃
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
・

　
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

　
福
祉
手
帳
所
持
者

②
医
療
費
の
助
成

【
育
成
医
療
・
更
生
医
療
】

　
障
が
い
の
軽
減
な
ど
の
た
め
、

治
療
・
手
術
を
受
け
る
場
合
、
医

療
費
の
一
部
が
医
療
保
険
と
公
費

で
助
成
さ
れ
ま
す
。

▽ 

対
象
者　
18
歳
未
満
の
身
体
に

障
が
い
や
疾
病
を
有
す
る
児

童
、
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者

【
精
神
通
院
医
療
】

　
病
院
な
ど
に
通
院
す
る
場
合
、

医
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
が
医

療
保
険
と
公
費
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
通
院
医
療
を
受
け
て

　
い
る
精
神
障
が
い
の
あ
る
人

③
各
種
手
当
な
ど

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

障
害
児
福
祉
年
金
が
あ
り
ま
す
。

④
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
の
程
度
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

⑤
意
思
疎
通
支
援
事
業

　
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を

派
遣
し
ま
す
。

▽
対
象
者　
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人

⑥
福
祉
用
具
な
ど
の
給
付

【
補
装
具
】

　
日
常
生
活
に
必
要
な
身
体
機
能

を
補
う
た
め
の
車
い
す
や
装
具
な

ど
の
交
付
、修
理
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
所

　
持
者
、
難
病
患
者

【
日
常
生
活
用
具
】

　
入
浴
補
助
用
具
、
歩
行
支
援
用

具
、
火
災
警
報
器
な
ど
の
用
具
が

給
付
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
・

　
療
育
手
帳
所
持
者
な
ど

⑦
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
通
所
者
交

通
費
助
成
金
交
付

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労

移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
）
へ

鉄
道
、
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
通
所
し
て
い
る
障
が

い
者
に
対
し
、
通
所
に
関
す
る
交

通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
自
分
で
運
転
す
る
自
家
用
車
、

　
自
転
車
、
徒
歩
で
の
通
所
、
事

　
業
所
の
送
迎
の
人
は
、
対
象
に

　
な
り
ま
せ
ん
。

⑧
各
種
助
成
事
業（
事
前
相
談
必
要
）

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
、
障
害
者

自
動
車
運
転
免
許
取
得
助
成
、
障

害
者
自
動
車
改
造
助
成
、
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
助
成
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

⑨
ほ
っ
と
パ
ー
キ
ン
グ
お
か
や
ま

　
車
い
す
マ
ー
ク
の
駐
車
場
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
・

　
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
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分
に
洗
浄
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
生
鮮
食
品
や
調
理
後
の
食
品
を

　
保
存
す
る
と
き
は
冷
蔵
庫
（
10
℃

　
以
下
）
で
保
管
し
、
早
め
に
食

　
べ
ま
し
ょ
う
。

　

・
食
肉
な
ど
加
熱
し
て
食
べ
る
食

　
品
は
、
中
心
部
ま
で
火
を
通
す

　
と
と
も
に
、
焼
き
肉
な
ど
の
際

　
は
、
生
肉
を
扱
う
箸
と
食
べ
る

　
箸
を
別
々
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
、
抵
抗

　
力
の
弱
い
人
は
、
生
で
肉
を
食

　
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
患
者
か
ら
の
二
次
感
染
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
】

　

・
患
者
の
便
に
触
れ
た
場
合
は
、

　
手
を
よ
く
洗
い
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
患
者
が
入
浴
を
す
る
場
合
は
、

　
シ
ャ
ワ
ー
の
み
に
す
る
か
、
最
後

　
に
入
浴
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
患
児
が
家
庭
用
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー

　
ル
で
水
浴
び
を
す
る
場
合
、
他

　
の
幼
児
と
は
一
緒
に
入
ら
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
患
者
が
衛
生
に
配
慮
す
れ
ば
、

　
二
次
感
染
は
防
止
で
き
ま
す
の

　
で
、
外
出
の
制
限
な
ど
は
必
要

　
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

  

腸
管
出
血
性
大
腸
菌

  （
Ｏ
１
５
７
等
）
感
染
症
に
注
意

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

  
サ
ー
ビ
ス

申
問

氏名（しめい） 地域 相談先☎
（市外局番0869）

大森　進（おおもり　すすむ）

邑久

22-1965

木村　晴子（きむら　はるこ） 22-0646

雪上　緑（ゆきうえ　みどり） 22-0705

砂場　邦彦（すなば　くにひこ） 24-0263

寺尾　千枝子（てらお　ちえこ） 086-943-6654

岸野　康人（きしの　やすと） 22-1498

久保木　多喜子（くぼき　たきこ）
牛窓

34-3534

高牟礼　佑而（たかむれ　ゆうじ） 34-5393

小山　惠（こやま　めぐみ）
長船

26-3416

　治　仁子（ういじ　ひとこ） 26-2579

身体障害者相談員（10 人）

知的障害者相談員（３人）

氏名（しめい） 地域 相談先☎
（市外局番0869）

藤林　小百合（ふじばやし　さゆり） 邑久 22-9777

守都　ますみ（もりと　ますみ） 牛窓 34-3217

大塚　真理子（おおつか　まりこ） 長船 26-3695

ねんきんのおはなし♪

「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

納付 全額免除 一部免除 若年者納付猶予
（学生納付特例） 未納

受給資格期間に
算入されるか ○ ○ ○

（注２） ○ ×

年金額に
反映されるか ○ ○

（注１）
○

（注１・２） × ×

（注１）保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額が以下の
　　　  とおりとなります（平成 21 年４月以降の免除期間）。
　　　   ・全額免除の場合　　　…　２分の１
　　　   ・４分の３免除の場合　…　８分の５
　　　   ・半額免除の場合　　　…　４分の３
　　　   ・４分の１免除の場合　…　８分の７

（注２）一部免除については、減額された保険料を
　　　  納めないと「未納」と同等の扱いとなります。
　市民課　☎０８６９- ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０ - ７９２８
問

問

全国海難防止強調運動

　海上保安庁では、マリンレジャーシー
ズンを迎える７月 16 日から 31 日まで
を「全国海難防止強調運動」期間として、
官民の関係者が一体となった海難防止運
動を推進します。

【自分の命を自分で守るための３つの基本】
①ライフジャケットを常時着用
　（海上に浮くこと）
②連絡手段の確保
　（携帯電話などを持つこと）
③海の緊急電話１１８番
　（救助要請をすること）
　海難防止強調運動玉野地区推進連絡
会議　玉野海上保安部交通課
☎０８６３ -３２ -３５８９

問

　
４
０
０
㍉
㍑
献
血
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
５
日
（
火
）

　

・
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

・
午
後
２
〜
４
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
対
象
者

　
男
性
17
〜
69
歳
、
女
性
18
〜
69
歳

※
体
重
が
50
㌔
以
上
の
人
の
み

※
65
歳
以
上
の
人
の
献
血
に
つ
い

　
て
は
、
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血

　
経
験
の
あ
る
人
の
み
が
対
象

▽
持
参
す
る
も
の　
運
転
免
許
証
、

　

献
血
カ
ー
ド
な
ど

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

  

献
血
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

問

問

海難ゼロへの願い

区分 内　容

居宅介護 自宅で入浴・排泄・食
事などの支援をする

短期入所 夜間も含めた短期間、
施設で介護をする

児童
通所支援

日中、日常生活動作や
適応訓練を行う

生活介護 介護・創作活動などを
行う

就労
継続支援

就労や生産活動などの
機会を提供し支援する

障害福祉サービス（一部）



　　知っ得！せとうち便　　
　
高
齢
に
な
る
と
身
体
機
能
が
低

下
す
る
た
め
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で

け
が
を
す
る
と
い
っ
た
事
例
が
増

え
て
き
ま
す
。

　
特
に
家
庭
内
で
の
事
故
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
高
齢
の
場
合
、
け

が
を
す
る
と
重
い
症
状
に
な
り
や

す
く
、
治
療
に
も
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
消

防
本
部
で
は
、
家
庭
内
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
「
予
防
救
急
」
の
普
及

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
】

①
階
段
や
床
で
の
転
倒
・
転
落
防
止

　
玄
関
に
段
差
を
小
さ
く
す
る
た

め
の
式
台
を
置
く
な
ど
、
段
差
を

な
く
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
階
段
、
廊
下
、
玄
関
、

浴
室
な
ど
に
は
、
手
す
り
や
滑
り

止
め
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

②
浴
室
で
の
溺
死
、
や
け
ど
防
止

　
心
臓
な
ど
に
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
に
、
浴
室
を
温
め
て
か
ら
入

浴
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
冬
場
は
脱
衣
場
も
暖
房

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
屋
根
や
脚
立
か
ら
の
転
落
防
止

　
屋
根
や
脚
立
、
は
し
ご
を
利
用

し
て
高
所
で
す
る
作
業
は
、
な
る

べ
く
本
職
の
人
や
若
い
人
に
頼
み

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
一
人
で
の
作

業
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
衣
類
に
着
火
す
る
事
故
を
防
止

　
生
地
の
袖
や
裾
が
広
が
っ
た
衣

類
は
、
火
が
付
い
て
も
気
づ
き
に

く
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
窒
息
事
故
を
防
止

　
食
事
の
際
は
、
お
茶
や
水
を
飲

ん
で
喉
を
湿
ら
せ
て
か
ら
少
し
ず

つ
、
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ

ま
し
ょ
う
。

　
餅
な
ど
粘
り
の
あ
る
食
品
を
食

べ
る
と
き
は
、
小
さ
く
切
り
ま

し
ょ
う
。

⑥
も
の
選
び
の
工
夫

　
高
齢
者
向
け
の
安
全
性
の
高
い

物
、
使
い
や
す
く
工
夫
さ
れ
た
物

を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部
警
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
２

　
楽
し
い
夏
の
催
し
を
悲
し
い
思

い
出
に
し
な
い
た
め
に
も
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
消
火
器
の
設
置

②
露
店
な
ど
の
開
設
届
出

※
事
前
に
消
防
本
部
に
「
露
店
等

　
の
開
設
届
出
書
」
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
消
防
本
部
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
消
火
器
の
設
置
は
、
火
気
使
用

器
具
な
ど
を
使
用
す
る
露
店
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

【
火
気
使
用
器
具
な
ど
】

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
電
気
コ
ン
ロ
、

フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
グ
リ
ル
、
発
電
機

な
ど

　
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
（
海

岸
清
掃
）」
を
実
施
し
ま
す
。

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
実
施
日
時　
７
月
13
日
（
水
）

　
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
（
小
雨
決
行
）

▽
実
施
場
所

　

・
牛
窓
町
牛
窓　
筵む

し
ろ
え江

海
岸

　

・
邑
久
町
虫
明　
扇お

う
ぎ海

岸

▽
集
合
場
所　
現
地
（
い
ず
れ
か

　
の
海
岸
）
集
合

※
ご
み
袋
・
軍
手
は
市
で
用
意
し

　
ま
す
。

　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

【
消
火
器
の
設
置
方
法
】

　
１
つ
の
火
気
器
具
ま
た
は
１
つ

の
露
店
な
ど
（
火
気
器
具
を
使
用

す
る
も
の
）
に
対
し
て
、
消
火
器

が
１
本
必
要
で
す
。

　
10
型
粉
末
Ａ
Ｂ
Ｃ
消
火
器
で
腐

食
や
破
損
の
な
い
も
の
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
同
一
テ
ン
ト
内
に
併

設
し
て
店
舗
を
開
設
す
る
場
合

は
、
共
同
で
準
備
し
て
も
構
い
ま

せ
ん
。

　
　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
で
は
、
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱

え
る
無
業
状
態
の
若
者
（
15
〜
39

歳
）
を
支
援
す
る
た
め
、「
お
か

や
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

個
別
相
談
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
、
就
労
体
験
な
ど
に

よ
り
職
業
的
な
自
立
を
支
援
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
開
所
時
間

　

・
月
〜
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
第
３
水

　
曜
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
は
、

　

閉
所
し
ま
す
。
月
１
、２
回
、

　
土
曜
日
も
開
所
し
ま
す
。

▽
設
置
場
所　

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル

　
ビ
ル
２
号
館
５
階
（
岡
山
市

　

北
区
本
町
６-

30
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

☎
０
８
６-

２
２
４-

３
０
３
８

  

夏
祭
り
や
花
火
大
会
で
の

  

火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  
海
岸
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か

  
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
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みんなの力で海岸をきれいにしましょう

　「クーリング・オフ」は法律で定められた、訪問販売
や電話勧誘販売など特定の取引において、一定期間であ
れば無条件で契約を解除できる制度です。

＜手順＞
①書面（はがき可）に契約者名、契約日、商品名、契約金額、
　販売会社、契約を解除する意思表示などを書いて作成
②作成した書面の全て（両面）をコピーして保管
③「特定記録郵便」または「簡易書留」で郵送
④クレジット払いの場合は、クレジット会社にも通知
※窓口では、一緒に書面を作成するお手伝いもできます。

＜どうすればいいの？＞
　クーリング・オフができるかどうかや、書面の記入方
法が分からない場合は、早めにご相談ください。クーリ
ング・オフ期間が過ぎていても解約などができる場合が
ありますので、まずはご相談ください。

第２話　クーリング・オフって何？

相
談
窓
口

 　消費生活相談窓口（生活環境課内）
 ☎０８６９ - ２２ - １８９９

 「消費者ホットライン」も利用できます。
 ☎１８８（イヤヤ！　局番なし）

問

問
届

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
新
た
に

狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
人
を
対
象

に
、
狩
猟
免
許
の
取
得
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
免
許　

わ
な
猟
免
許
、
第

　
一
種
銃
猟
免
許
、
第
二
種
銃
猟
免
許

▽
対
象
手
数
料
（
受
講
料
）

　

・
狩
猟
免
許
受
験
手
数
料

　
（
５
、２
０
０
円
）

※
複
数
の
免
許
を
取
得
し
た
場
合

　
で
も
、
一
種
類
の
免
許
に
か
か

　
る
受
験
手
数
料
の
み
助
成
。

　

・
免
許
取
得
講
習
会
受
講
料

　
（
４
、０
０
０
円
）

※
助
成
は
右
記
手
数
料（
受
講
料
）

　
の
全
額
で
す
。
免
許
取
得
後
の

　
狩
猟
税
な
ど
の
経
費
は
、
自
己

　
負
担
で
す
。

※
瀬
戸
内
市
最
寄
り
の
会
場
「
西

　
大
寺
緑
化
公
園
体
験
学
習
施
設

　
百
花
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市
東
区
西

　
大
寺
南
１-

２-

３
）」
で
開
か

　
れ
る
講
習
会
・
試
験
の
日
程
は

　
次
の
と
お
り
で
す
。

【
狩
猟
初
心
者
講
習
会
】

▽
日
時　
７
月
31
日
（
日
）

　
午
前
９
時
20
分
〜

  

お
か
や
ま
地
域
若
者

  

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

  

高
齢
者
の

  

家
庭
内
事
故
に
注
意

  

狩
猟
免
許
取
得

  

助
成
金
制
度

【
狩
猟
免
許
試
験
】

▽
日
時　
８
月
10
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

　

・
狩
猟
初
心
者
講
習
会
に
つ
い
て
は

　
（
一
社
）
岡
山
県
猟
友
会
事
務
局

☎
０
８
６-

２
２
３-

３
１
９
０

　

・
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
は

　

岡
山
県
備
前
県
民
局
森
林
企
画
課

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
３
２

　

・
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
は

　

産
業
振
興
課

☎
０
８
６
９-
２
２-
３
９
４
２

　

漏
水
は
、
少
量
で
あ
っ
て
も
長

期
間
放
置
す
れ
ば
、
大
き
な
使
用

水
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

使
用
水
量
が
多
い
と
感
じ
た
と

き
は
、
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
水
道

メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
水
道
メ
ー
タ
ー
の
中
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円
盤
）
が
回
っ

て
い
た
ら
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
が
指
定
す
る
給

水
装
置
工
事
事
業
者
（
指
定
工
事

店
）
へ
調
査
・
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
調
査
・
依
頼

な
ど
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
指
定
工
事
店
と
相
談
の
上
、

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

　

宅
地
内
で
の
水
道
管
の
ひ
び
割

れ
や
給
水
器
具
（
蛇
口
・
温
水
器

な
ど
）
の
故
障
な
ど
に
よ
り
漏
水

し
た
場
合
は
、
漏
水
分
の
水
道
料

金
は
使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
地
下
や
壁
の
中
で
の
漏

水
の
場
合
、
指
定
工
事
店
が
修
理

す
る
と
、使
用
水
量
認
定
（
減
量
）

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
上
水
道
業
務
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
工
事
店

以
外
の
業
者
や
個
人
で
修
理
し
た

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
素
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
自

主
点
検
を
行
い
、
漏
水
の
早
期
発

見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

・
料
金
、
使
用
水
量
認
定
に
つ
い

　

て
は

　

上
水
道
業
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
５

漏
水
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う

問

水道メーターの自主点検を
行いましょう

問

問

問

問

問 問

消火器準備！

  消 費 生 活
安心ほっとライフ



　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
付
き
添
い
は
２
人
ま
で
で
す
。

▽
申
込
期
限　
７
月
11
日
（
月
）

　
午
後
５
時
（
必
着
）

▽
申
込
方
法　
福
祉
課
、市
民
課
、

　
牛
窓
支
所
に
あ
る
応
募
用
紙
に

　
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

　
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
提
出
く
だ

　
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

　
子
申
請
も
で
き
ま
す
。

　
　

岡
山
県
障
害
福
祉
課

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
６
２

FAX
０
８
６-

２
２
４-

６
５
２
０

HPhttp://www.pref.okayam
a.jp/

soshiki/39/

　
県
で
は
、
岡
山
市
内
で
開
催
さ

れ
る
「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り

納
涼
花
火
大
会
」
の
当
日
、
身
体

に
障
が
い
の
あ
る
人
を
県
庁
舎
へ

招
待
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
６
日
（
土
）

　
午
後
６
時
〜
午
後
８
時
30
分

▽
場
所　
県
庁
９
階
大
会
議
室

▽
対
象
者　
県
内
在
住
で
、
身
体

　
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
車
い
す

　
を
常
時
使
用
し
て
い
る
人

▽
定
員　
30
人

　　知っ得！せとうち便　　
　
市
で
は
、
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
て
い
る
母
親
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん

だ
り
、
子
育
て
の
仲
間
を
つ
く
っ

た
り
す
る
機
会
を
設
け
る
「
Ｂ

Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
赤
ち
ゃ
ん
が
き

た
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
母
親
同
士
が
情
報
交
換
す
る
こ

と
で
、
育
児
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
８
月
３
日
、
10
日
、
17

　
日
、24
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象　
平
成
28
年
３
〜
６
月
生

　
ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
母
親
で

　
全
４
回
に
参
加
で
き
る
人

▽
定
員　
15
組

※
５
組
以
上
の
参
加
で
開
催
し
、

　
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
。

▽
参
加
費　
７
７
７
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
　

邑
久
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
２
２
２

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な

ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民
間
教
育

訓
練
機
関
が
実
施
す
る
「
就
職
」

を
目
的
と
し
た
公
的
な
職
業
訓
練

で
す
。

　
今
回
、
８・
９
月
に
開
講
す
る

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽
募
集
科　
基
礎
コ
ー
ス
・
実
践

　
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医
療
事

　
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
３
〜
６

　
カ
月
）な
ど
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ

　
て
異
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　
原
則
無
料
（
テ
キ
ス

　
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

　
ど
）
を
満
た
す
人
に
は
、
職
業

　
訓
練
受
講
給
付
金
（
月
10
万
円

　
と
交
通
費
（
所
定
の
額
））
が
支

　
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２
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水
中
で
触
れ
合
い
な
が
ら
、
親

子
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
を
と
る
こ
と
は
、
心
身
の
成

長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
イ
ク
メ
ン
パ
パ
も
ぜ
ひ
一
緒
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　
８
月
４
日
（
木
）・
21
日
（
日
）

  
求
職
者
支
援
訓
練

  
受
講
者
募
集

カボチャのはちみつゴマ風味

◆作り方
①カボチャは 1.5 ～ 2㎝の大きさに切る。
②耐熱皿に、カボチャを皮を下にして重ならない
　ように並べ、水大さじ 2 を全体に振りかける。
③②にラップをかけ、電子レンジで 6 分加熱する。
④Ａを合わせておく。
⑤フライパンを熱して油を入れ、③のカボチャの
　水気を取って入れる。強火で炒めて水分をとば
　したら、④を入れてからませ、火を止める。
⑥いりゴマを指でひねりながら⑤に加え、全体に
　からめる。

邑久地区栄養委員会です。
　健康づくり推進課　☎０８６９- ２６ - ５９６２問

◆材料（4人分）
●カボチャ（300g）
●油（大さじ 1）
●いりゴマ（大さじ 1)

●はちみつ（大さじ 2）
●しょうゆ（小さじ 2）
●料理酒（小さじ 2）

  

ベ
ビ
ー
と
い
っ
し
ょ
に

  

ア
ク
ア
ビ
ク
ス

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  

Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！

募　
　

集

  

障
が
い
の
あ
る
人
に

  

県
庁
舎
を
開
放
し
ま
す

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　
タ
ー
プ
ー
ル

▽
定
員　
20
組

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
１
回
５
０
０
円

▽
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

m
ail

：info@setouchi-taikyo.or.jp

　
み
ゆ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
行

幸
小
学
校
（
長
船
町
服
部
）
に
隣

接
し
て
い
る
学
童
保
育
所
で
、
小

学
校
１
年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
の

児
童
の
保
育
指
導
業
務
を
行
う
指

導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

▽
就
業
時
間

　

・
授
業
日　
午
前
11
時
〜
午
後
７

　
時
（
シ
フ
ト
制
）

　

・
学
校
休
業
日
（
夏
季
休
業
日
な

　
ど
）　
午
前
８
時
〜
午
後
７
時

　
（
シ
フ
ト
制
）

▽
対
象
者　

資
格
は
不
問
（
保
育

　
士
な
ど
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

　
人
優
遇
）

　
　

み
ゆ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
０
８
６
９-

２
６-

３
３
５
５

（
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
11
時
〜
午
後
６
時
30
分
）

　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
♡

せ
と
う
ち
で
は
、
認
知
症
や
障
が

い
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
を
身
近
な
地
域
で
支
援
す
る

「
市
民
後
見
人
」
の
養
成
研
修
事

前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
や
市
民
後
見
人

に
関
心
の
あ
る
人
は
、
電
話
で
申

し
込
み
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
７
月
29
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
30
人

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
７
月
25
日
（
月
）

　
　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

♡
せ
と
う
ち

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
７
１
１

　宝くじの受託事業収入を財源
として実施しているコミュニ
ティ助成事業の助成金により、視
覚に障がいのある人の読書を補
助する器具を整備しました。
　これらの器具は、市内図書館
での障がい者サービスに活用す
る予定です。
　瀬戸内市民図書館
☎０８６９-２４ - ８９００

宝くじ助成金を活用して
読書の補助器具を整備

プレクストーク（デイジー再生機）など
多数の器具を整備しました

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

  （
学
童
保
育
）
の
指
導
員
募
集

  

市
民
後
見
人
に

  

な
り
ま
せ
ん
か

申
問

問

申
問

申
問

申
問

応
問

問

Ａ

コース名 開催日時 対象者

水なれ
コース

・８月５日（金）9：00 ～
・８月６日（土）9：00 ～
・８月７日（日）9：00 ～

４歳以上で
水に潜れない人

板キック
コース

・８月５日（金）10：00 ～
・８月６日（土）10：00 ～
・８月７日（日）10：00 ～

小学生で
泳げない人

クロール
基本コース

・８月５日（金）11：00 ～
・８月６日（土）11：00 ～
・８月７日（日）11：00 ～

小学生で 25m
以上泳げない人

ちびっこ水泳教室のコース名など

※各コース１回 45 分です。

　
毎
年
恒
例
の
ち
び
っ
こ
水
泳
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
３
つ
の
コ
ー
ス

を
用
意
し
て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。

▽
場
所　
長
船
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　
タ
ー
プ
ー
ル

▽
定
員　
水
な
れ
コ
ー
ス
16
人
程

　
度
、
そ
の
他
コ
ー
ス
20
人
程
度

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
各
コ
ー
ス
３
日
間
で

　
１
、５
０
０
円

※
初
回
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
。

▽
受
付
開
始
日
時　
７
月
23
日（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
〜

▽
申
込
方
法　
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公

　
園
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　
さ
い
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申

　
し
込
み
や
受
付
開
始
日
時
前
の

　
申
し
込
み
、
家
族
以
外
の
代
理

　
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

問

  

Ｂ
＆
Ｇ
ア
ク
ア
リ
ズ
ム

  

ち
び
っ
こ
水
泳
教
室



ト
。
色
鉛
筆
や
ペ
ン
で
デ
ザ
イ
ン

し
た
猫
が
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
な
り
ま

す
。事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
７
月
16
日
（
土
）

　
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
～

　
（
い
ず
れ
も
約
１
時
間
）

▽
参
加
費　
５
０
０
円
（
２
個
）

▽
定
員　
各
回
20
人
程
度

　
（
先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
近
藤
高
弘
「
生
水
」 

－

う
つ
ろ

い
ゆ
く
ウ
ツ
ワ

－　

Takahiro 
Kondo

「Seisui

」

－vessel 
shifting

－

】

　
本
展
は
、「
水
」
を
テ
ー
マ
に

陶
芸
・
美
術
家
の
近
藤
高
弘
が
、

展
示
室
全
体
を
使
っ
て
作
品
世
界

を
表
現
し
ま
す
。

　
陶
を
原
点
に
し
な
が
ら
も
、
ガ

ラ
ス
や
銀
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

や
技
法
を
駆
使
し
、
新
た
な
表
現

を
模
索
し
続
け
る
近
藤
が
手
掛
け

る
水
の
宇
宙
、
再
生
と
浄
化
の
世

界
を
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

【
せ
と
う
ち
猫
め
ぐ
り

－

猫
撮

り
屋
・
森
原
輝
明
写
真
展

－

】

　
猫
を
メ
イ
ン
に
撮
影
を
行
う
写

真
家・森
原
輝
明
が
撮
っ
た
、牛
窓・

尾
道
・
鞆と

も

の
浦
な
ど
の
港
町
の
猫

写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
牛
窓

の
猫
の
写
真
は
、
本
展
の
た
め
に

撮
り
下
ろ
さ
れ
た
新
作
で
す
。

▽
開
催
期
間

　
７
月
18
日
（
月
・
祝
）
ま
で

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
７
月
４

　
日
（
月
）、
11
日
（
月
）

▽
関
連
イ
ベ
ン
ト

【
猫
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
作
ろ
う
！
】

　
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
か
け
猫
活

動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ベ
ン

▽
開
催
期
間　
7
月
23
日
（
土
）

　
～
8
月
28
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
７
月
25

　
日
（
月
）、
８
月
１
日
（
月
）、

　
８
日
（
月
）、
12
日
（
金
）、
15

　
日
（
月
）、
22
日
（
月
）

▽
関
連
イ
ベ
ン
ト

【
近
藤
高
弘
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
】

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
７
月
23
日
（
土
）・
24

　
日
（
日
）　
い
ず
れ
も
午
後
２

　
時
～
（
約
30
分
）

▽
参
加
費　
下
記
の
観
覧
料

※
会
期
中
の
毎
週
日
曜
日
午
後
２

　
時
か
ら
は
、
美
術
館
学
芸
員
に

　
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
約

　
20
分
）
を
開
催
し
ま
す
。

【
特
別
演
奏
会
「Spacious

～
水

が
生
ま
れ
る
～
」】

　
本
展
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
作
曲

家
・
大
森
俊
之
が
生
み
出
し
た
新

し
い
音
。
展
示
と
共
鳴
し
合
い
、

奏
で
ら
れ
る
音
楽
の
世
界
を
間
近

で
体
感
で
き
る
演
奏
会
で
す
。
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
８
月
27
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
開
場
、
午
後
２

　
時
開
演
（
約
１
時
間
）

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館
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【
以
下
、
特
別
企
画
展
共
通
】

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

　
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

▽
演
奏
者　
大
森
俊
之
氏
（
ピ
ア

　
ノ
）、
石
川
高
氏
（
笙し

ょ
う

）、
四し

か家

　
卯う

だ
い大

氏
（
チ
ェ
ロ
）、
竹
中
あ

　
こ
氏
（
ボ
ー
カ
ル
）

▽
参
加
費　
下
記
の
観
覧
料
（
入

　
口
で
チ
ケ
ッ
ト
半
券
を
ご
提
示

　
く
だ
さ
い
）

▽
定
員　
２
０
０
人

※
当
日
の
席
は
先
着
順
で
す
。

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

特
別
企
画
展

催
し
物

▽開催期間　７月 16 日（土）～９月 19 日（月・祝）
※期間中の休館日は、７月 19 日（火）、25 日（月）、８月１日（月）、８日（月）、
　12 日（金）、15 日（月）、22 日（月）、29 日（月）、９月５日（月）、12 日（月）

▽開館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）

▽場所　備前長船刀剣博物館

▽入館料　一般 800 円、大学・高校生 500 円、小・中学生 200 円
　備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７

　
長
島
愛
生
園
で
は
、
次
の
と
お

り
納
涼
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
28
日
（
木
）

　
午
後
６
時
～
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
決
行
。
荒
天
の
場
合
、
花
火

　
大
会
の
み
翌
日
同
時
刻
に
実
施
。

▽
場
所

　
長
島
愛
生
園
愛
生
会
館
前
広
場

▽
内
容　
花
火
大
会
（
午
後
８
時
か

　
ら
打
ち
上
げ
）、
福
引
（
ら
い
予
防
法

　
廃
止
20
周
年
記
念
の
特
別
景
品
あ

　
り
）、盆
踊
り
、お
み
こ
し
、ゲ
ー
ム
、

　
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
屋
台
、
出
店

　

長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
０
３
３

　
邑
久
光
明
園
で
は
、
次
の
と
お

り
納
涼
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
２
日
（
火
）

　
午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
時
は
、
翌
日
同
時
刻
に
実

　
施
し
ま
す
。

▽
場
所

　
邑
久
光
明
園
売
店
前
広
場

▽
内
容　
花
火
大
会
（
午
後
８
時

　
か
ら
打
ち
上
げ
）、
福
引
（
空

　
く
じ
な
し
）、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
（
午
後
６
～
８
時
）、
夜
店
、
各

　
種
ゲ
ー
ム

　

邑
久
光
明
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
２
７
８

　
金
銭
貸
借
、
土
地
、
建
物
、
交

通
事
故
、
公
害
な
ど
民
事
に
関
す

る
諸
問
題
、
離
婚
、
親
権
、
養
育

費
な
ど
夫
婦
関
係
の
調
整
、
年
金

分
割
、
相
続
な
ど
家
事
に
関
す
る

諸
問
題
な
ど
、
調
停
手
続
き
の
利

用
に
関
し
て
、
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
７
月
６
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
岡
山
弁
護
士
会
館

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
）

　

岡
山
簡
易
裁
判
所
庶
務
課

☎
０
８
６-

２
２
２-

６
８
６
５

　日   頃の訓練の成果を発揮 第 63 回岡山県消防操法訓練大会 　

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　岡山県消防学校（岡山市）で５月 29 日、第 63 回

岡山県消防操法訓練大会が開催され、小型ポンプ操法

の部に瀬戸内市消防団長浜分団が出場しました。

　出場選手は、有高泰行指揮者、神宝誠之１番員、神

宝一彰２番員、時実正毅３番員、小崎智之補助員の５

名。大会では、号令とともに機敏な動きを披露するな

どして、日頃の訓練の成果を発揮しました。

　上位入賞は果たせませんでしたが、訓練・大会を通

じて、消防技術の向上とともに団員同士の絆も強まり

ました。
筒先員を交代する指揮者と１番員

  

長
島
愛
生
園
で

  

納
涼
夏
祭
り

　地域生活支援センタースマイルで
は、次のとおり「夕焼けスマイル市」
を開催します。
　おいしい屋台やゲームコーナーな
ど、100 円から楽しめます。花火、
ラムネの一気飲みイベントも行いま
す。また、資源化物をお持ちの人に
は、特典があります。

▽日時　７月９日（土）
　午後３～７時（予定）

▽場所　地域生活支援センタースマ
　イル（瀬戸内市民病院向かい）
　地域生活支援センタースマイル　
☎０８６９ - ２２ - ９６００

夕焼けスマイル市

  

邑
久
光
明
園
で

  

納
涼
夏
祭
り

相　
　

談

  

無
料
調
停
相
談
会

近藤高弘「Reduction  2014」
撮影：Tomas  Svab

森原輝明「あくび」

申
問

問

問

問

問

　備前長船刀剣博物館では、幕末維新を描いた作品
「薄

は く お う き

桜鬼」シリーズとのコラボ展「薄桜鬼　刀剣録
　～幕末維新の刀剣展～」を開催します。
　「薄桜鬼」作中に登場するキャラクターパネルを
背景に、日本刀、古銃や甲冑などを展示・解説しま
す。「薄桜鬼」の約 20 キャラクターが登場します。

問

特別展「薄桜鬼　刀剣録
～幕末維新の刀剣展～」
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